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４－ＣＰＡ液剤のホルモン処理により、ナス‘サラダ紫’の上果率が増加します 

［要約］ナス‘サラダ紫’に対する ４－ＣＰＡ液剤（商品名「トマトトーン」）50 倍液の花房 

散布により、収穫初期の空洞果、乱形果、つやなし果等の生理障害果が減少して、上果率が増加

する。 
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［背景・ねらい］   

本県が育成した‘サラダ紫’は、平均果重が重く、収量性が高いナスである、しかし、収穫

初期に空洞果等の生理障害果が発生しやすく、この点を改善することにより、さらに収量の増

加が見込まれる。そこで、着果促進、果実の肥大促進、熟期の促進により、ナスに登録がある

植物成長調整剤が、ナス‘サラダ紫’の収量及び障害果発生に及ぼす影響を検討する。 

 

［成果の内容・特徴］  

１ 総収量は、ホルモン処理区、対照区間に有意な差は認められない（表１）。 

２ 上果率は、ホルモン処理区が有意に高い（表１）。時期別の上果収量は、６月中旬から

７月中旬にかけてホルモン処理区が対照区より多い（図１Ａ）。 

３ 栽培期間を通じた障害果発生率は、ホルモン処理区で空洞果及び乱形果が有意に低い

（表１）。 

４ 時期別の障害果発生率については、空洞果は、６月中旬から７月下旬にかけて低く推移

し、６月下旬及び７月中旬には有意な差が認められる（図１Ｂ）。乱形果は、６月中旬か

ら７月中旬にかけて低く推移し、６月中旬及び６月下旬に有意な差が認められる（図１

Ｃ）。つやなし果は、７月上旬から８月中旬にかけて低く推移し、７月上旬、７月中旬及

び８月上旬に有意な差が認められる（図１Ｄ）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１ 植物成長調整剤４－ＣＰＡ剤（商品名「トマトトーン」）は、ラベルに記載してある内

容に従って使用する。また、効果・薬害等の注意事項を確認する。 

   

 

 

 



［具体的データ］ 
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［ 協 力 ・ 分 担 関 係 ］  

上果率

（kg/株） （個/株） （kg/株） （個/株） (重量%） 乱形果 石ナス果 色むら果

ホルモン処理区 17.4 117 9.9 65 56.6 8.7 4.5 0.5 7.0 21.0

対照区 17.2 125 8.0 55 46.0 15.8 9.2 1.3 14.0 21.5

有意性
x ns ns ns ns * * ns ns*

つやなし果

ns

障害果発生率　（果数%）
試験区

総収量 上果収量
y

空洞果

表 1 ホルモン処理が収量及び障害果発生率に及ぼす影響 z 

z：収穫調査は 2019 年 6 月 14 日から同年 9 月 30 日かけて行った。（n=6） y：いずれの障害も発生していない果実

を上果とした。x：t 検定により、*は 5％水準で有意な差が認められ、ns は有意な差が認められなかったことを示す。上

果率及び障害果発生率はアークサイン変換後に t 検定を行った。 
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図 1 ホルモン処理が時期別の上果収量及び障害果発生率に及ぼす影響 
（A：上果収量、B：空洞果、C：乱形果、D：つやなし果） 

z：t 検定により、*、**は 5％、1％水準で有意な差が認められたことを示す。 

各障害果発生率はアークサイン変換後に t 検定を行った。（n＝6） 


